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す
こ
し
欲
張
り
だ
が
、
「
別
府
大
学
史
学
研
究
会
」
を
我
が
国
の
歴
史
研
究
の
舞
昔
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
高
度
な
も
の
に
し
よ
う
で

は
な
い
か
。
別
府
大
学
史
学
研
究
会
発
足
に
あ
た
っ
て
、
こ
ん
な
会
話
を
河
野
国
男
、
今
永
清
二
、
後
藤
重
巳
の
先
生
達
と
話
し
合
っ
た
。

理
想
は
高
い
が
、
碩
か
に
欲
張
っ
た
話
で
あ
っ
た
・
こ
の
よ
う
に
し
て
希
望
に
燃
え
て
出
発
し
た
の
が
『
史
学
論
叢
』
の
出
版
で
あ
、
た
。

そ
の
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
年
一
月
二
十
五
日
で
あ
り
、
私
は
世
界
史
学
の
中
で
問
題
を
眺
め
た
い
と
言
う
意
味
の
創
刊

の
辞
を
書
い
た
。
巻
頭
の
記
念
論
文
は
河
野
国
男
先
生
の
「
白
河
院
紋
下
の
任
内
蔵
頭
に
つ
い
て
Ｉ
特
に
藤
原
宗
忠
に
つ
い
て
上

で
あ
り
、
今
永
清
二
先
生
は
「
中
国
に
お
け
る
回
民
商
業
資
本
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
ー
包
囲
同
氏
経
営
皮
毛
店
を
め
ぐ
っ
て
士

と
言
う
論
文
を
書
い
た
。
更
に
学
会
動
向
と
し
て
、
広
島
大
学
伊
東
隆
夫
先
生
が
「
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
の
現
状
」
を
寄
稿
さ
れ
、
第
一

号
を
飾
っ
て
く
れ
た
。

　
河
野
房
男
先
生
の
論
文
は
、
資
料
の
集
積
、
そ
の
読
解
力
に
お
い
て
抜
群
の
能
力
を
発
揮
さ
れ
、
白
河
院
紋
下
に
於
け
る
内
蔵
順
に
つ

い
て
考
証
し
、
藤
原
宗
忠
を
描
き
出
し
て
い
た
。
講
読
は
難
解
で
あ
る
が
問
題
に
就
い
て
の
資
料
は
可
能
な
限
り
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
全

体
が
資
料
の
綴
り
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
充
実
し
た
内
容
で
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
を
皮
き
り
に
先
生
は
秀
れ
た

論
文
を
次
々
に
『
史
学
論
叢
』
に
寄
稿
さ
れ
、
す
こ
し
欲
張
っ
た
理
想
の
実
現
に
情
熱
を
燃
や
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
『
史
学
論
叢
』
は

巻
を
重
ね
、
こ
こ
に
二
十
二
号
（
四
十
六
、
四
十
七
年
は
大
学
紛
争
の
た
め
出
版
中
止
）
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
本
号
は
平
成
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三
年
一
月
七
日
に
永
眠
さ
れ
た
先
生
の
御
命
日
に
あ
わ
せ
て
御
霊
に
捧
げ
る
論
集
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
河
野
先
生
は
昭
和
三
十
八
年
三
月
史
学
科
の
草
創
期
か
ら
日
本
古
代
史
を
担
当
、
主
に
「
平
安
後
期
の
政
治
と
社
会
」
を
講
義
さ
れ
た
。

史
実
の
解
明
に
は
十
分
に
吟
味
さ
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
研
究
を
進
め
る
と
い
っ
た
史
学
研
究
の
本
道
を
説
き
続
け
た
先
生
の
研
究
態
度
は

ご
く
当
然
の
事
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
行
に
あ
た
っ
て
は
な
み
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
先
生
は
厳
し
い
史
学
研
究
法
を
残

さ
れ
た
が
、
こ
の
資
料
選
択
に
厳
し
い
先
生
の
研
究
態
度
が
史
学
科
の
底
流
に
あ
る
か
ぎ
り
、
「
別
府
大
学
史
学
研
究
会
」
創
設
期
の

　
「
す
こ
し
欲
張
っ
た
理
想
」
は
次
の
世
代
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
信
じ
て
止
ま
な
い
。
こ
こ
に
先
生
の
一
周
忌
に
あ
た
り
、
心
か

ら
御
冥
福
を
祈
り
、
『
史
学
論
叢
』
二
十
二
号
を
先
生
の
御
霊
に
捧
げ
る
。
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